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投資信託の運用損益、プラスの顧客が９割に増加　３月末－投信
観測所

　投資信託の主な販売会社によ
る2026年３月末時点の「共通Ｋ
ＰＩ（成果指標）」が出そろっ
た。主要21社の開示資料を集計
したところ、投信の運用損益
（評価額ベース）がプラスにな
っている顧客の割合は単純平均
で89.5％となり、前年
（80.6％）と比べて増加した
（図表１）。国内外の株高や円
安の進行などが寄与した。

　共通ＫＰＩは金融庁の要請に
より18年に導入された指標で、
今回で９回目の公表となる。販
売会社ごとに投信保有者のどれ
くらいが運用益を得られている
かなどを、同じ定義で横並びに
比較できる。損益の算出対象は
各年３月末時点で投信を保有し
ている顧客に限られ、売却済み
は含まない。

　運用損益がプラスになってい
る顧客の割合が最も高かったの
は、コモンズ投信の98.5％。２
位は鎌倉投信（98.4％）、３位
にセゾン投信（97.6％）が続
き、直販運用会社の好調が目立った。

コモンズ投信は２本、鎌倉投信は１本、セゾン投信は３本の自社運用ファンドのみ
を販売している。各社とも長期・積み立て投資を推奨し、顧客の資産形成を継続的に
支援してきた姿勢が実績に結び付いた。

　一方、業態別で相対的に見劣りしたのがネット証券だ。今回集計対象にしたネット



証券４社はいずれも運用損益が
プラスの顧客割合が８割台にと
どまった。

ネット証券は取り扱うファン
ドの本数や種類が比較的多く、
スマホなどを通じて手軽に取引
できる。値上がり益が大きくな
る前に利益確定に動く顧客が一
定数いるなど、顧客の取引傾向
を反映した可能性がある。

　運用損益区分別の顧客割合を
比べてみると、運用益30％以上
の区分の顧客割合が多いのは直
販のセゾン投信（83.4％）とコ
モンズ投信（75.9％）で、大手
銀行のみずほ信託銀行
（74.0％）が続いた（図表
２）。

　一方、鎌倉投信は運用益「10〜30％」の顧客が６割超を占め、運用益30％以上の
ゾーンは26.1％にとどまった。これは同社が運用・販売する「結い ２１０１」が現
金比率を高めに維持し、価格変動リスクを抑えるタイプの日本株ファンドだからだ。

ネット証券でも30％以上の運用益を得ている顧客割合は比較的少なかった。

　(ＱＵＩＣＫ資産運用研究所　西本ゆき)
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